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Ｑ６ 学級活動の指導計画を作成するに当たり、その手順や留意する点などについて教えていただき
たい。

Ａ： 学級活動の指導計画については、特別活動の全体計画を踏まえ、特別活動の目標を受けて、学級や学校
の実態や児童・生徒の発達の段階などを考慮し、指導する内容、取り上げる議題例や題材、授業時数など
を示すなどして作成する。具体的には、発達の課題や道徳教育における内容項目、重点等を考慮し、各学
校における生徒や家庭、地域の実態に応じて、学校としての年間指導計画を作成し、それを基にして学級
の実態や学級集団の育成上の課題を踏まえた学級ごとの年間指導計画を作成することになる。さらには、
この学級ごとの指導計画の中から、一単位時間の指導計画を作成する。学校としての指導計画を作成する
手順や留意する点などは、次のような例が考えられる。(P )は、学習指導要領解 説特別活動編内の参考
となるページを示している。

小学校の参考例

・発達の課題（小１プロブレムなど） ・「望ましい集団（活動）の一 ・学校としての指導計画は、前年度
(P17,51) 般的条件」(P9)などを参考 に作成しておき、学級としての指

・「発達課題の達成」(P16)や「学校生 にして、学級集団の現状を 導計画は、新年度において実際に
活における集団活動の発達的な特 踏まえ、高めていく際に課 学級の児童の実態をつかんで作成
質」(P16,20) 題となることを明らかにす する。

・関連の深い道徳の内容項目や道徳の る。
重点(P24～27,57)を考慮する。

・学年や発達の段階に即して
重点を置く内容を見定める
際の目安(P50～56)

学級活動の〔共通事項〕 学級活動の内容

(1)学級や学校の生活づくり 低 学級を単位として、

学 仲良く助け合い学級

ア 学級や学校における生 年 生活を楽しくすると

活上の諸問題の解決 ともに、日常の生活

イ 学級内の組織づくりや や学習に進んで取り

仕事の分担処理 組もうとする態度の

ウ 学校における多様な集 育成に資する活動を

団の生活の向上 行うこと。

特
別 (2)日常の生活や学習への適 中 学級を単位として、

活 応及び健康安全 学 協力し合って楽しい

動 年 学級生活をつくると

の ア 希望や目標をもって生 ともに、日常の生活

全 きる態度の形成 や学習に意欲的に取

体 イ 基本的な生活習慣の形 り組もうとする態度

計 成 の育成に資する活動

画 ウ 望ましい人間関係の形 を行うこと。
成

エ 清掃などの当番活動等 高 学級を単位として、

の役割と働くことの意 学 信頼し支え合って楽

義の理解 年 しく豊かな学級や学

オ 学校図書館の利用 校の生活をつくると

カ 心身ともに健康で安全 ともに、日常の生活

な生活態度の形成 や学習に自主的に取

キ 食育の観点を踏まえた り組もうとする態度

学校給食と望ましい食 の向上に資する活動

習慣の形成 を行うこと。

各教科・道徳・外国語活動及び総合的な

学習の時間との関連

・いずれの学年においても取り扱う内容(P5,35） ・「学級や学校の生活づくり」と「日常の生活や学習への適
・「(1)学級や学校の生活づくり」に重点をおいた学級 応及び健康安全」の指導の特質（P46）を踏まえて作成す
活動の指導が行われるよう工夫し、必要に応じて内 る。また、「発達の段階に即した指導のめやす」（P55）を
容間の関連や統合を図ったり、他の内容を加えたり 参考にして作成する。その際、学校として様々な指導方法
することができる。（P45,58） について情報交換をしたり、学校として教材を作成して共

有化を図るなどの工夫をする。(P63)
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・｢Ⅲ 参考資
料: 学習指導
案形式参考例
(学級活動)｣
参照
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中学校の参考例

・発達の課題(中１ギャップなど) ・各学級の実態(長所を含め ・学校としての指導計画は、前

・関連の深い道徳の内容項目(P14) て)、学級集団の現状を踏 年度に作成しておき、学級と

や道徳の重点(P18～21)を考慮す まえ、高めていく際に課 しての指導計画は、新年度に

る。 題となることを明らかに おいて実際に学級の生徒の実

する。 態をつかんで作成する。

・｢Ⅲ 参考資料:

学習指導案形式参考

例(学級活動)｣参照

学級活動の内容

学級を単位として、学級や学校の生活の充実と向

上、生徒が当面する諸課題への対応に資する活動を

行うこと。

(1) 学級や学校の生活づくり

ア 学級や学校における生活上の分担処理

イ 学級内の組織づくりや仕事の分担処理

ウ 学校における多様な集団の生活の向上

特 (2)適応と成長及び健康安全

別 ア 思春期の不安や悩みとその解決

活 イ 自己及び他者の個性の理解と尊重

動 ウ 社会の一員としての自覚と責任

の エ 男女相互の理解と協力

全 オ 望ましい人間関係の確立

体 カ ボランティア活動の意義と参加

計 キ 心身ともに健康で安全な生活態度や習慣の形成

画 ク 性的な発達への適応

ケ 食育の観点を踏まえた学校給食と望ましい食習

慣の形成

(3)学業と進路

ア 学ぶことと働くことの意義の理解

イ 自主的な学習態度の形成と学校図書館の利用

ウ 新路適性の吟味と進路情報の活用

エ 望ましい勤労観・職業感の形成

オ 主体的な進路の選択と将来設計 各教科・道徳及び総合的な学習の時

間との関連

・いずれの学年においても取り扱う内容(P4,26） ・「学級や学校の生活づくり」、「適応と成長及び健康安

・各学年において取り上げる指導内容の重点化を 全」、「学業と進路」の指導の特質（P26～,52）を踏ま

図ること。（P55） えて作成する。その際、学校として様々な指導方法に

・必要に 応じて内容間の関連や統合を図ったり、 ついて情報交換をしたり、学校として教材を作成して

他の内容を加えたりすることができる。(P55,56) 共有化を図るなどの工夫をする。
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